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論一文内容要旨
 大脳皮質第一次体性感覚野(大脳皮質S茎)の歯根膜機械受容ニューロン(歯根膜ニューロン)に
 は,順応性の遅い遅順応性ニューロンと順応性の速い速順応性ニューロンが知られている。しかし,
 それらのニューロンにおける応答性の相違点や大脳皮質までの投射経路の違いは未だほとんど知ら
 れていない。そこでネコを用い,歯牙機械刺激による大脳皮質叙遅順応性及び速順応性ニューロ
 ンの応答性の違いをより詳細に比較検討した。また両側の歯牙や視床後内側腹側核(視床VPM核),
 対側大脳皮質S亙に電気刺激を与え,各々の投射経路の違いについても調べた。40匹の成猫を塩酸
 ケタミン(40-50mg/kg,i.p.)にて静動化し,手術中はベントバルビタール(25搬g/kg,i.v.)で麻
 酔し,実験中はα一クロラロース・ウレタン(α一クロラロース10組g/kg/雛とウレタン
 i25mg/kg偽r,圭.v.)で麻酔を維持した。大脳皮質S亙から合計255個の歯根膜ユニットが記録され,
 その多くが3b野から検出された。記録された歯根膜ユニヅトのうち14%が遅順応性ユニットで,
 残りの86%が速順応性ユニットであった。遅順応性ユニットの63%と速順応性ユニヅトの9%が一
 箇のみの歯牙機械刺激に対し応答する単歯支配ユニットであった。遅順応性ユニットでは受容野を
 同側歯牙に有するものと対側歯牙に有するものとがほぼ同数観察され,それぞれのユニットの過半
 数が歯牙機械刺激に対して方向選択性を示した。一方,速順応性ユニットの大部分は対側歯牙に受
 容野を有し,しかも方向選択性を示さなかった。犬歯を歯軸に直角な平面上の種々な方向から機械
 刺激を行うと,遅順応性ユニットではどの方向の刺激にも反応するが,刺激方向により応答の大き
 さが異なるユニット(偏心型応答野)が最も多く観察され,速順応性ユニットではどの刺激方向で
 も同程度の応答を示すユニヅト(同心円型癒答野)が大部分であった。対側歯根膜電気刺激により
 誘発される応答潜時は大脳皮質S亙の遅順応性ユニッ1・で7.3ms,速順応性ユニヅトで10.8msで
 あった。大多数の遅順応性及び速順応性ユニットは向側視床VPM核刺激により応答し,その応答
 潜時はそれぞれ1.8msと2.Omsであった。しかし,対側視床VPM核及び対側大脳皮質S亙(3b野)
 の刺激には,僅かの速順応性ユニットを除けばほとんど応答しなかった。遅順応性ニューロンは速
 順応性ニューロンに比べ,受容野が小さく,刺激方向に選択性があり,刺激期間中に継続的に応答
 し,両側歯根膜からほぼ同様な性質を持つニューロンがほぼ同数の割合で片側大脳皮質SIに投射
 し混在していた。従って,これら遅順応性ニューロンは刺激部位や刺激方向の弁別,食物の立体的
 形状や硬さの識別に役立っていると考えられ,更に両側の協調的顎筋活動を誘発し,円滑で精巧な
 顎運動の遂行にも重要な役割を果たしているものと考えられる。
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審査結果要旨
 歯科臨床において,咬合異常に起照する顎関節症,愚者では,顎運動経路や唖囑筋活動の異常が多
 く観察され,これらの異常は咬合調整やオクルーザルスプリント等による咬合是正で改善される。
 これらの改善には,顎口腔領域からの感覚情報,とりわけ歯根膜感覚情報が関与するものと思われ
 るが,その詳細は不瞬である。それは顎運動調御機構における末梢感覚情報の処理・統合において,
 特に重要な役割を果たす大脳皮質第一次体性感覚野(大脳皮質S亙)での,歯根膜感覚情報である歯
 根膜機械受容ニューロン(歯根膜ニューロン)の詳綴な性質が未だ闘らかにされていないことに
 よる。
 本研究は成猫を被験動物として用い,大脳皮質S亙での歯牙機械刺激に対し,順応性の遅い遅順
 応性ニューロン及び順応性の速い速順応性ニューロンの詳細な応答特性を調べ,以下のような結果
 が得られている。
 1.遅順麻性ユニットの63%と速順応性ユニットの9%が,一歯のみの機械刺激に応答する単歯
 支配ユニットであり,遅順応性ユニットの方が個々の歯牙の識別に優れていた。
 2.遅順応性ユニットの80%,速順応性ユニヅトの9%が歯牙機械刺激に対し,方向選択性を有
 していた。よって遅順応性ユニヅトの方が刺激方向の弁別能に優れていた。
 3.遅順応性ユニットでは,岡側歯牙に受容野を有するユニットと対側歯牙に受容野を有するユ
 ニットがほぼ同数観察された。しかも各々のユニットの多くが単歯支配ユニットであり,また
 過半数が歯牙機械刺激に対して方向選択性を持っていた。すなわち同側歯根膜遅順応性ニュー
 ロンと対側歯根膜遅順応性ニューロンは,ほぼ同様な性質を持って,ほぼ同数の割合で片側大
 脳皮質領域に投射混在していた。一方,速順応性ニューロンの多くは対側歯牙に受容野を有し,
 その大部分が多歯支配ユエットであり,また歯牙機械刺激に対して方向選択性を持たない。よ
 って遅順応性ニューロンは速順応性ニューロンに比較し,口腔内の左右の識別,食物の立体的
 形状や性状の識別に強く関与するものと考えられるる
 これらの結果は,上記の特性を有する遅順応性ニューロンが大脳皮質領域に投射することで,左
 右の独立した咀嚼筋に厳密な協調的活動を誘発させ,より円滑で精巧な顎運動の遂行に重要蓼役割
 を果たしていることを示唆する。
 以上の研究成果は,顎運動制御機構における歯根膜感覚情報の果たす役割を明らかにし,また咬
 合異常に起因する顎関節症の発症メカニズムの解閉に新たな知見を与えるものである。よって本論
 文は,博士(歯学)の学位授与に値するものと判断する。
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